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一 般 質 問 〜市政を問う〜

財
政
力
指
数
は
、
地
方
公

共
団
体
の
財
政
力
を
示
す
数

値
で
、
高
い
ほ
ど
財
源
に
余

裕
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
本

市
の
財
政
力
指
数
は
。ま
た
、

県
内
で
何
番
目
か
。

総
務
部
長 

平
成
30
年
度
の

財
政
力
指
数
は
、
0
・
63
。

県
内
順
位
は
、
38
市
中
37
位

だ
。合

併
算
定
替
え
の
内
容

は
。
ま
た
、
今
後
の
交
付
税

決
定
額
の
縮
減
額
の
見
込
み

は
。

総
務
部
長 

今
年
度
は
、
激

変
緩
和
期
間
の
３
年
目
で
あ

り
、
合
併
算
定
替
え
と
一
本

算
定
の
差
額
５
割
が
縮
減
さ

れ
た
。
31
年
度
は
7
割
、
32

年
度
は
９
割
縮
減
、
33
年
度

か
ら
一
本
算
定
に
よ
り
地
方

交
付
税
を
算
出
。
33
年
度
の

普
通
交
付
税
は
、
今
年
度
よ

り
５
億
１
千
万
円
減
で
45
億

円
程
度
で
あ
る
。

地
震
や
台
風
、
集
中
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
た
時
、
財
政
調

整
基
金
を
取
り
崩
し
て
使
用

す
る
か
。

総
務
部
長 

大
規
模
災
害
発

生
時
は
、
市
民
の
生
活
に
直

結
し
た
緊
急
を
要
す
る
対
応

施
策
が
求
め
ら
れ
る
。
財
政

調
整
基
金
の
取
り
崩
し
は
不

可
欠
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
災
害
対
応
を
す
る
。

健
全
な
財
政
運
営
を
す
る

た
め
に
は
、財
政
調
整
基
金
、

公
共
事
業
整
備
基
金
の
残
高

は
ど
の
程
度
が
必
要
か
。

総
務
部
長 

財
政
調
整
基
金

は
、
77
億
円
。
公
共
事
業
整

備
基
金
は
、
１
０
３
億
円
を

基
礎
的
に
確
保
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。

本
市
の
防
災
対
策
は

巨
大
地
震
に
よ
る
停
電
の

際
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

電
池
切
れ
で
情
報
を
得
ら
れ

な
い
人
が
続
出
し
た
。
非
常

電
源
を
避
難
所
等
必
要
な
と

こ
ろ
へ
整
備
す
べ
き
で
は
。

市
民
協
働
部
長 

非
常
電
源

と
し
て
、
避
難
所
に
設
置
さ

れ
て
い
る
自
家
発
電
機
や
可

搬
式
の
発
電
機
で
充
電
が
で

き
る
。

最
近
で
は
、
幼
い
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
ア

レ
ル
ギ
ー
体
質
の
方
が
い

る
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方

へ
の
食
品
の
備
蓄
状
況
は
。

ま
た
、
今
後
の
考
え
は
。

市
民
協
働
部
長 

現
在
、
備

蓄
の
ア
ル
フ
ァ
米
の
わ
か
め

ご
飯
、
要
支
援
者
用
即
席
が

ゆ
、
保
存
用
よ
う
か
ん
は
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
特
定
原
材

料
27
品
目
不
使
用
の
備
蓄

品
。
今
後
も
、
引
き
続
き
計

画
的
に
備
蓄
を
進
め
る
。

記
録
的
豪
雨
の
発
生
を
呼

び
掛
け
て
も
危
険
が
伝
わ
ら

な
く
、
避
難
行
動
に
結
び
つ

か
な
い
人
な
ど
へ
の
対
応
は
。

市
民
協
働
部
長 

訓
練
や
出

前
講
座
、
広
報
な
ど
を
活
用

し
、
防
災
意
識
の
普
及
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

災害時に 
財政調整基金を使うか

佐藤 信男 議員

基金を使い 
スピード感をもって対応

総務部長

▲�土のう積み訓練（海部地方総合防災訓練より）


